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フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル

　
再
生
可
能
な
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ

れ
る
太
陽
電
池
。
現
在
は
建
物
の
屋
根
な
ど
に
設
置

が
限
定
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
基
板
を
使
っ
た
結
晶
シ
リ
コ

ン
型
が
主
流
だ
が
、
化
学
各
社
は
壁
や
窓
に
塗
る
こ

と
で
発
電
で
き
る
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の
開
発
を
急

い
で
い
る
。

メルクは折り曲げ可能な有機薄膜
太陽電池用の半導体材料を開発

　
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
普
及
で
需
要
増
が
確

実
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

Ｌ
Ｉ
Ｂ

。

化
学
各
社
は
正
極
材
、
負
極
材
、
電
解
液
と
セ
パ

レ
ー
タ
ー

絶
縁
材

と
い
う
主
要
４
部
材
を
中

心
と
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｂ
向
け
素
材
の
生
産
増
強
を
積
極

化
し
て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

加
速
す
る
Ｅ
Ｖ
普
及
市
場
拡
大
へ
の
対
応

壁
や
窓
に
塗
布
電
力
変
換
効
率
も
向
上

有機薄膜太陽電池
開発急ぐ

主要素材の生産増強ＬＥＤ・有機ＥＬ照明
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三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
主
要
４
部
材
全

て
で
市
場
拡
大
に
対
応
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め

る
。
２
０
１
５
年
度
ま
で
に

負
極
材
の
年
産
能
力
を
現
状

比
５
倍
の
３
万
５
０
０
０

に
す
る
ほ
か
、
正
極
材
を
同

６
・
８
倍
の
１
万
５
０
０
０

、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
同
６

倍
の
７
２
０
０
万
平
方

に

引
き
上
げ
る
。
電
解
液
は
日

本
、
米
国
、
英
国
、
中
国
と

世
界
４
極
生
産
体
制
を
構
築

し
、

年
度
に
同
５
・
８
倍

の
５
万

に
す
る
。

　
住
友
化
学
は
セ
パ
レ
ー
タ

ー
の
生
産
能
力
を

年
度
に

６
割
増
や
す
。
愛
媛
工
場

愛
媛
県
新
居
浜
市

の
年

産
能
力
を
現
状
比
２
０
０
０

万
平
方

増
の
５
０
０
０
万

平
方

に
増
強
。
需
要
増
が

見
込
め
る
中
国
で
も
加
工
拠

点
を
新
設
し
た
。
車
載
用
途

の
大
容
量
Ｌ
Ｉ
Ｂ
向
け
に
高

純
度
ア
ル
ミ
ナ
を
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
て
耐
熱
性
を
高
め
た

セ
パ
レ
ー
タ
ー
を

年
度
に

も
量
産
し
、

年
度
に
セ
パ

レ
ー
タ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア

％
を
目
指
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｂ
用
セ
パ
レ
ー
タ
ー

で
世
界
大
手
の
旭
化
成
は
約

億
円
を
投
じ
て
日
向
工
場

宮
崎
県
日
向
市

に
年
産

５
０
０
０
万
平
方

の
生
産

設
備
を
新
設
し
、

年
春
に

商
業
運
転
さ
せ
る
。
こ
の
能

力
増
強
で
同
社
の

年
ま
で

の
生
産
能
力
は
同
約
２
億
５

０
０
０
万
平
方

と
な
る
。

　
宇
部
興
産
は
電
解
液
を
世

界
規
模
で
製
造
販
売
す
る
た

め
、
米
化
学
大
手
の
ダ
ウ
・

ケ
ミ
カ
ル
と
手
を
組
ん
だ
。

米
中
で

年
、
欧
州
で

年

ま
で
に
年
産
５
０
０
０

規

模
の
電
解
液
工
場
を
新
設
す

る
。
宇
部
ケ
ミ
カ
ル
工
場

山
口
県
宇
部
市

と
合
わ

せ
た
電
解
液
生
産
能
力
は

年
に
計
２
万

に
拡
大
。
中

国
企
業
と
組
ん
で
電
解
液
の

原
料
に
な
る
炭
酸
ジ
メ
チ
ル

Ｄ
Ｍ
Ｃ

を
年

万

製

造
で
き
る
設
備
を

年
に
稼

働
さ
せ
る
。
宇
部
ケ
ミ
カ
ル

工
場
に
続
き
、

年
度
初
頭

に
堺
工
場

堺
市
西
区

で

も
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
生
産
す

る
。

年
度
末
に
２
工
場
合

計
で
年
産
能
力
を
２
億
平
方

と
す
る
。

　
三
菱
化
学
は
有
機
薄
膜
太

陽
電
池
の
量
産
試
験
用
工
場

を

年
度
に
水
島
事
業
所

岡
山
県
倉
敷
市

を
候
補

に
新
設
し
、

年
度
に
建

材
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の

出
荷
を
始
め
る
予
定
だ
。
有

機
薄
膜
太
陽
電
池
は
フ
ィ
ル

ム
基
板
上
に
有
機
化
合
物
を

塗
っ
て
製
造
す
る
。
ガ
ラ
ス

基
板
が
不
要
な
た
め
、
厚
さ

が
１

以
下
と
薄
く
折
り

曲
げ
が
可
能
。
重
さ
も
ガ
ラ

ス
基
板
を
使
っ
た
結
晶
シ
リ

コ
ン
型
の

分
の
１
以
下
に

抑
え
ら
れ
、
製
造
コ
ス
ト
も

安
く
済
む
。

　
結
晶
シ
リ
コ
ン
型
に
比
べ

て
電
力
変
換
効
率
が
低
い
の

は
難
点
だ
が
、
三
菱
化
学
は

試
作
セ
ル
で
変
換
効
率

％

を
達
成
。

年
度
に
同

％

を
目
指
し
、
有
機
薄
膜
太
陽

電
池
を
使
っ
た
ロ
ー
ル
ス
ク

リ
ー
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
屋
根

な
ど
へ
の
用
途
を
見
込
む
。

　
住
友
化
学
は
同

・
６
％

を
達
成
し
た
。
共
同
開
発
契

約
を
結
ぶ
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

が
開
発
し
た

短
波
長
吸
収
型
材
料
、
電
気

損
失
を
最
小
化
す
る
中
間
層

材
料
に
、
住
友
化
学
が
開
発

し
た
高
効
率
の
長
波
長
吸
収

型
材
料
を
組
み
合
わ
せ
た
。

　

年
度
ま
で
に
変
換
効
率

％
超
を
実
現
さ
せ
、
リ
モ

コ
ン
や
携
帯
電
話
の
筐
体

き
ょ
う
た
い

に
塗
る
こ
と
で
電
池
な
し
で

使
用
で
き
る
携
帯
機
器
、
壁

や
窓
に
塗
る
こ
と
で
発
電
で

き
る
一
体
型
製
品
と
し
て
の

展
開
を
見
込
む
。

　
ド
イ
ツ
の
医
薬
化
学
大
手

の
メ
ル
ク
は
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン

素
材
開
発
企
業
で
あ
る
米
・

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ナ

ノ
シ
ー
と
次
世
代
有
機
薄
膜

太
陽
電
池
材
料
の
開
発
と
商

品
化
に
共
同
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
メ
ル
ク
の
ｐ
型
半
導

体
材
料
と
、
ナ
ノ
シ
ー
と
メ

ル
ク
の
共
同
開
発
に
よ
る
ｎ

型
半
導
体
材
料
の
開
発
を
進

め
る
。

　
ま
た
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
独
ダ

イ
ム
ラ
ー
と
共
同
で
有
機
薄

膜
太
陽
電
池
を
ル
ー
フ
に
取

り
付
け
た
Ｅ
Ｖ
の
コ
ン
セ
プ

ト
カ
ー
を
公
開
し
て
い
る
。

有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の
用
途

開
発
が
進
む
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。


